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スウェーデンの政治制度の日本に与えた影響

一一川崎市民オンフスマン制度の導入に当って一一

The influence of the Swedish Political System on the Japan's new administration 

1990年は、スウェ ーデンと日 本の関係に新たな

紳を結んだ年であった。それは、スウェーデンに

起源を持つオンフスマン制度が、川崎市の市政オ

ンフズマン、そして中野区の福祉オンフズマンと

し、う形で、はじめてわが国の地方行政の中に取り

入れられたことによる。

もちろん10月から11月にかけて導入されたばか

りであるから、この制度がわが国におし、てとのよ

うに活動するのか、またどの程度まで市民の信頼

を得て機能するのか、具体的にどのような事例が

出現して、どのように問題解決を計り、どこまで

成功するのか、といった点につL、ては未知数であ

る。しかし必ずしも数字であらわされた成果だけ

' が成果ではないことだけは確かである。活動件数

や成功件数はもちろん大事であるが、問題は水面

下の動きである。市民の人権をどこまで守ること

ができるか、そして同時に行政に対する市民の信

頼をどうすれは維持することができるのか、この

ような問題は数量化した成果とはなじまないかも

しれない。しかしその点における有形無形の効果

こそが重要なのだとレうことを、ここで確認して

おきたし、。

オンブスマン制度は、情報公開制度とともに、

スウェーテンの民主政治の根幹をなすものの一つ

である。行政と市民の信頼関係を議会の代理者て、

あるオンブスマンが維持するという考え方は、第

二次世界大戦後急激に世界に普及していった。こ

れは同じくスウェーデンが典型的なモデルである
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福祉国家という概念の先進民主主義国への普及を

追うものであったといえよう。

日本の政治制度は明治以来欧米の政治制度を継

受してきた。これまではドイツ、フランス、イギ

リス、そしてアメリカ合衆国が、いわば規範国で

あった。今後はそこにスウェーデンも加わること

になる。

もっともスウェーデンの制度そのままではない。

地方自治法上の制約があり、やむなく行政部内型

になった。これはアメリカ的修正型といえよう。

しかし地方議会への信頼が必ずしも高くないわが

国においてはスター卜地点はこの程度の方がよレ

のかもしれない。今後他の地方自治体に普及し、

国においても早急に導入されることが望まれると

ころである。
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優しい社会にも心病める人々の存在
一一 Psykisktsjukaven i det varldens snallaste samhallet-

41 .公園病院エストラ ・クリニック

(Ostra Kliniken) 

スウェーデン最大の湖であるベネノレン湖の南端

に小パリ (Lilla Paris)と呼ばれる 16世紀来の美

しい古都 ヴェネルスボリ (Vanersborg)がある。

郊外にはスウェーデン国王が毎年大鹿狩りをされ

る台形の山フンネベリ (Hunneberg)が控え、町

の中心にはストックホルムと第 2都市イェテボリ

をつなぐイェータ運河が流れ貨物船やタンカーが

ヨットやレジャーボートと競うようにして水門を

上下している。この水門のすぐ辺に140年の歴史

を持つ古い精神病院エストラ・クリニックがある。

院内には幾つかの森と湖があって自動車か自転車

を用いないと日常の連絡業務が果たせなレほど広

L 、。また建物と建物の聞には小さな林があり隣の

建物は窓から見通すことができない。筆者は幸い

この公園のように美しいエストラ ・クリニックお

よび親病院であるネノレ病院精神科で 3ヶ月の精神

科研修を受ける機会を得た。その聞に200人を越

える患者さんの診療を行ったが、それら心を病む

人々と接することによ って、今まで8年間住み慣

れてきたスウエ デン社会の隠された一面を覗き

見た思いがした。

2.優しし、社会

(Det varldens snallaste samhallet) 

スウェーデ ンは老人の自殺が多い国だと信じて

いる日本人が多いが、それは全くの誤解である。

例えば1979年の統計によると自殺率の多い国から

11頂に、ハンガリ ー フィンランド・デンマーク

オーストリア・スイス ・チェコ・西j虫・スウェー

デン 日本となっておりスウェーデンは第 8位、

日本は第 9位である。ただ日本では自殺として届

けることを肉親が嫌って病死とされている場合が

少なくないのに対して、スウェーデンでは自殺ま

たは自殺未遂は完全な病気と見なされているので

同情こそされ恥じとされることはないためまず正

確な届け出数であることを考えるとこの順位は入

れ替わる可能性が非常に大きし、。しかも日本と異

なりスウエ デンの 自殺率は年齢と共に激減して

行くので老人の自殺率は 日本のほうが確実に多い
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と言える。それはたとえ不治の病になっても一切

無料で死ぬまで手厚い公的看護が受けられること

と、国民すべてが享受できる十分な年金に象徴さ

れるように、社会の隅々まで行き届いた医療福祉

システムに負うところが多い。ただそれは制度だ

けの問題ではなく 、社会に住む人々みんなの社会

福祉に対する基本的な考え方に依存 している。そ

してそのようなスウェ ーデン社会に自ら住んでみ

て感じることは、この社会は病人や身寄りのない

人などの弱者に対して徹底的に「優しい社会」で

あるということだ。

3. 火酒とマリファナ (Akvavitoch Hasch) 

北欧の冬は厳しい。雪と氷に閉ざされ日照時聞

が極端に短くなる冬期には戸外に出かけにくくな

るため、暖かい媛炉の前で酢ずけ緋とチーズを肴

に盃を傾ける機会は自然と多くな ってくる。「命

の水=アクウァ・ビット」と呼ばれる火酒の魔手

に捕えられる人が多いのも領ける。精神科救急外

来で当直勤務をしていると 、泥酔した老若男女に

出逢わない日はまずないといってよい。酷町者は

病院ではなく家に帰すか警察のトラ箱にいれるの

が原則であるが、帰る家のない場合や自宅に面倒

を見る人がし、ない場合、あるいは癒痢歴があった

り診察して全身状態が悪い場合には精神科救急病

棟に入院させてヘミ不ウリンや抗癒痴剤で治療し

たあと、患者の希望を聞いて抗酒剤アンタブス療

法を開始したり 、匿名禁酒同盟に連絡する。社会

的経済的な問題を抱えている患者に対して医師は

クラトーノレと呼ばれる専門職員に依頼して解決を

図る。狂暴性のあるアル中患者や病識がなく医師

の判断にもかかわらず入院治療を拒む場合には精

神衛生法LSPVを発動して強制入院させることも

多い。スウェーデン社会は一般的に言ってアル

コールには非寛容であり 、町中のアル中は毒蛇の

ように嫌われている。アルコール類の販売は国営

酒類販売公社 (Systembolaget)が独占しており、

そこでは明らかにアル中である“ことが見て取れる

客には販売を拒否できる。めいてい運転の飲酒限

界を血中濃度 0%にすべしと言う主張が昨年来本

気で国会で議論されている程である。しかし、この



ように皆に嫌われているアル中に対してもスウ

ェーデンの医療機関は町中に設置され理髪点に行

くような気軽さで訪れることができ、完全に無料

であるアノレコール診療所(Al-pol)、一般精神病院

には必ず併設されているアル中専門病棟、そこを

退院した後の 4段階に階層化され看護婦まで勤務

しているアル中リハビリ援助住宅制度、更には患

者の家族の生活を完全に保障し再就職を世話し企

業内医師と協力してそのアフターケアまで行なう

社会援助機構など行き届L、たケアが行なわれてい

る。

若いアル中はアルコールだけでなく、同時にマ

リファナやベンゾジアゼピンなどの麻薬 薬剤中

毒者でもあることが多い。スウェーチン刑法によ

ると麻薬を販売した場合には罪になるが、自分で

服用しているだけの時には罪にはならない。しか

もすべての医療職員には時効75年の守秘義務があ

るため、 2年以上の禁固刑に当たる犯罪と児童迫

害を唯一の例外として、自分の知りえた情報を警

察など第 3者に漏らしてはならないため患者の診

療中に麻薬販売ノレートを知りえても医師は通報で

きなL、。スウェーデンの若者達はティーンエイジ

ャーになるとともにアルコールとセックスを生日る

ことが一般的であり、それを両親も社会も認めて

いるうえ単独生活をするのに十分な奨学金が貸与

されるので、高校生になるとマリファナやアル

コールを既に経験していることが多い。彼等のほ

とんどは好奇心から l、 2度試みただけでー以後問

題になることは極まれであるが、個人の自由を最

大限に尊Jぶこの社会では人生の嵐に打ち萎れると

きに、若L、時の経験が薬剤に走る基礎をつくって

し、ると言える。若者のマリファナ中毒に対して中

年以降のアル中には抗不安剤であるベンゾジアゼ

ピン中毒者が多L、。スウェーデンは完全な医薬分

業システムであり、全ての薬剤は半官半民の薬局

公社 (Apoteket)でしか購入することができない。

また薬剤のほとんどは医師の処方婆がないと購入

できないため薬剤中毒者はすべて医師と薬局に知

られていると言ってよし、。そのため中毒者は偽の

処方婆を作成したり仮病で多くの医師を訪れて薬

剤を集め回ったりするが、薬局には完全な医師名

簿があり薬剤師は自分が個人的に知らない医師か

らの処方築を受け取った時にはその医師に電話し

て処方築の真偽を必ず確認せねばならないので、

その様な薬剤犯罪はすぐに発見されるのが常であ

る。精神科医はその様な患者を見付けた場合その

管区の薬局に回状を回して患者にそれ以上該当薬

剤を販売しない様にできる。ちなみに各市町村に

配置されている地区医 (disktriklakare)は自分の

受け持ち区域の患者の家族状況やカルテをほとん

どそらんじており、薬局の職員は慢性疾患患者の

名前と顔を覚えていることが普通である。

4.優しい強制治療閉鎖病棟

前途の様な患者のうち自由意志による治療を拒

否する場合で精神症状を呈する場合には前途の

LSPVが、アルコールや麻薬中毒だけが問題の時

にはアルコール及び麻薬中毒者強制治療法LVM

で、患者が未成年で例えば売春や犯罪傾向がある

場合には青少年擁護法LVUの適用申請して強制

治療を行なうことが出来る。なお海意的乱用を避

けるため、 LSPVの発効には異なる医療機関に属

する 2人の医師の診断が必要であり、 LVMや

LVUの場合には地方裁判所の判決が必要となっ

ている。また患者が院内から出す手紙や通信はこ

れを検閲したり妨害することはできない。強制治

療の適用可否は一定期間毎(通常半年毎)に各県

に置かれており定期的に聞かれる退院委員会

(Utskrivnings namnden)で審査され、患者はし、

つでも自由に書面でそこに退院審査請求を提出す

ることができる。退院委員会の決定に不服な患者

はストッグホルムにある精神科委員会CPsykia凶ska

namnden)に上告することもできる。これら委員

会の構成は裁判官-精神科医・政治家-それに社

会をよく知る一般人からなり 、患者はオブザ一

二ーとして出席を要求することができる。精神科

病棟のドアに鍵こそかかっているが重症者を除き

出入りは全く自由で患者は医師が認めれば院外外

出はもちろん外泊・夏季休暇を許可される ことも

可能で、時には成人教育機関や職業学校あるいは

擁護企業に勤務して病院から通うこともできる。

医師 看護婦看護士など医療職員は白衣を着用

せず私服に名札を付けているだけであり、患者と

はまったく対等に皆ファーストネームで呼び合っ

ており、遠足やスポーツ大会の時など誰が患者か

見分けがつかない。すべての医療職員に「患者は

誰でもなり得る心の病に苦しんでいるのであり、

もっとも必要なことは投薬ではなく同じ人間同志

のEmpatiC同情)と優しさである。」ことが周知

徹底されており、患者と毎日個人的に相談する係

の医療職員 CKontaktman)との聞には強い信頼

関係が生まれている。「優しい社会」の基本的原

理はこれら強制治療閉鎖病棟でも全く同じように
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適用されているといえよう。

5.増える家庭内危機

精神科勤務が内科や外科での勤務と異なる点の

一つに治療期間が概して長いためもあって、治療

者が「患者を全治せしめた」とし、う満足感をもつ

ことが少ないことが挙げられる。それは精神科救

急夜間外来勤務時に特に多い。そして診察室で会

つ宇患者には典型的なスウェーデン気質を示す人

が多く、スウェーデン人の家庭問題に否応なしに

肉迫せねばならないことがまれではなかった。

ある晩午前 2時に外来から起こされ寝ぼけ眼で

診察室に駆け付けてみると、 50代と思える中年夫

婦と20代の娘と息子が正装しアルコール臭をさせ

ながら待っていた。受け付け看護婦の話では夫人

の自殺念慮が来院原因というので夫人とまず話す

と自殺など考えたこともないと L、う。結局家族全

員と話をして、問題は夫の嫉妬妄想、が問題で今夜

親戚の誕生パーティで夫婦喧嘩となり酔いも手伝

って自殺をほのめかした母親を心配した子供達が

説得して来院に及んだとし、う。子供達はそれぞれ

の伴侶が家で待っているというので親を残して帰

っていった。問題が夫にあるとわかったので更に

診察を続けた結果、この男性の性的不能が嫉妬妄

想、の原因であることが判明した。そのため性的不

能症を専門に扱うセクソローグにレミスを書き、

夫人には鎮静剤を処方するとともに家族問題の解

決を助けるクラトールにもレミスを書いて帰宅さ

せると既に東の空は明るくなっていた。セックス

を家族内で議論することは現代のスウェーデンで

もたやすいことではないことは理解できるが、家

庭内の問題でさえ肉親や親族等の個人に拠るので

はなく、公的機関に赴いて専門家に依頼するとい

うのは典型的なスウェーデン人の態度だと感心し

た次第であった。

若い人々が精神科を訪れる最もありふれた診断

名に「関係危機RelationskrisJというのがある。

これは失恋 -別居・離婚 ・痴話喧嘩などが原因で

自殺未遂やうつ病にいたったものをいうがその大

部分は女性であり、酒乱などのため女性虐待にい

たった場合や新しいガールフレンドができた場合

は例外として、「なぜ彼が去っていったのかわか

らなし、」と判で押したように言う。ちなみにスウ

ェーデン人夫婦の離婚率は 6割を越えているが、

在留邦人の場合、スウェーデン人の男性と日本人

の女性のカップルで離婚するケースは極めてまれ

だが、その逆で臼本人の男性とスウェーデン人の

4 

女性のカップルで離婚しない夫婦はもっとめずら

しい。詳細に話を聞くと家族よりも自分の生き方

を重視する典型的スウェーデン人の考え方が原因

となっていることが少なくないことに気づく。個

人の自由と価値が益々尊重されるのは時代の傾向

だが、それに伴い離婚も増えて行くのは日本でも

避けられないであろう。

6.優しい社会に守られる子供達

離婚先進国スウェ ーデンで離婚を繰り返す人の

家族歴をとると両親もやはり離婚している場合が

多い。離婚再婚が極めて普通であるこの社会では

夫婦別れそれ自身が精神科領域の問題となる場合

は少ないが、子供達は別である。行き届いた社会

保障のため母子家庭の経済的問題はほとんどなし、

うえ、別居している親を子供達が自由に訪れる権

利は強く守られており、周りの人々もよく理解し

学校でもいじめなどほとんど問題はないので、両

親の離婚にもかかわらず明るく強く成長して行く

子供達 (Maskrosbarn: Iたんぽぽっ子J)は極め

て多い。それにも関わらず精神科救急を訪れる少

年少女が母子(父子)家庭に住んでいるケースは

決して少なくない。スウェーデンの医師は子供達

の健康な生育を見守る義務があり、児童虐待など

はそれを“疑っただけ"で社会福祉庁に告発しな

ければならなし、。虐待が重篤で子供を家に帰すこ

とが心身の危険を伴うと医師が判断した場合、市

の社会福祉局局長に緊急電話をした後、子供を病

院にそのまま留め置き、親の接見を禁止すること

もできる。社会福祉庁で調査した後、親に両親適格

性がないと判断された場合には社会福祉庁が責任

をもって里親を見付け、子供の居所は虐待を行な

った親達には秘密にされる。一般的に子供達は「親

の物」ではなく 「社会の共有財産」と考えられて

いるため、自分の子供に訴えられて警察に取調べ

られる親もまれではなく、在留邦人の母親が町中

で自分の子供を強く叱っているのを通行人が取り

囲んで母親を非難している光景もよくあることで

ある。先日もドイツ人の 4才の子供が両親に虐待

されて死亡した事件で、事前に適当な保護処置を

とらなかったという理由で社会福祉庁が国会オン

ブスマン(Ju)に告発されたというので連日市民

の議論が続いているところである。町には到る処

にオシメを換える子部屋が用意され、市電やパス

には幅の広い乳母車乗降口が必ず設置されており

その運転手や乗客は乳母車の乗降を自然に助ける。

国鉄には幼児づれの家族のための専用キャビンが

• 



備えられている他、日本航空では全く配慮、して貰

えないがSASに乗るとどんなに混んでし、る時で

も非常口に近い禁煙席に子供は家族と一緒に座ら

せてもらえる。 18才まで歯科医療は無料であり、

やはり無料の青少年専用クリニックを設けている

県も多い。どんな小さな村にも図書館と運動場が

備えられており楽器教育もほとんど無料で、親の

収入にかかわりなく全ての子供に一律(約600

Kr)の児童手当 (Barnbidrag)が支給され、通学

定期や別居している親に会いに行くための交通費

もコミューンから支給される。スウェーデン社会

は子供にとってもやはり徹底的に「優しし、」社会

なのである。

7 人生の黄昏に至るまで優しい社会

老人性痴呆は多くの先進諸国で近年特に問題と

なっている精神疾患で、そのための病棟施設はス

ウェーデンの精神病院のほぼ 4分の lを占めてい

るといって よいほどである。ネル病院でも24床か

らなる一つの病棟を老人精神病専門病棟とし、ア

ルツハイマー病専門医などが常駐し診断と治療に

当たっている。病棟は「完全看護」で肉親は時折

孫を連れて見舞に来るだけで患者の看護からは完

全に解放されている。そこでは失禁を持つ老人も

俳個癖のある老人もみな一人の人間として扱われ

患者同士、また患者と看護人との関係は暖かで理解

に満ちたものである。

過疎地の80歳を越えるような老人でその子供も

60を過ぎて通常の労働が無理と判断された場合な

どには、自分の親を自宅で世話することがその仕

事と認められコミューンから毎月月給が与えられ

る。そのような場合にも巡回地区看護婦や地区理

学療法士などが定期的に患者を訪問し地区医に指

く新刊紹介〉

示された治療と世話を行うので「寝たきり老人」

は全くいない。一人きりの老人にはデイセンター

(Dagcentrum)が用意され、そこで仲間の老人達

と出逢い一緒に食事をし手工芸などの趣味のコー

スに参加し、必要なときには理学療法や作業療法

を受ける。その費用は昼食費も含めて一 日60Kr

であり 、体の不自由な老人には無料タクゾー送迎

まで用意されている。精神病院を退院した後の住

居も老人病院 (sjukhus) 老人看護病院

(sjukhem)・サービスハウス Cservishus)田老人住

宅 (a1derdomshem)・自宅 (hemsjukvard)と患者

の希望と症状に応じて選ぶことができる。完備さ

れた年金とへムサマリットと呼ばれ掃除洗濯買物

など日用の仕事をしてくれる公務員のお陰でスウ

ェーデンの老人は経済的な問題もなく 、またその

終りの 日まで一人でほおっておかれることはない。

8. 全国民の支持する優しい社会

近年の厳しい経済状況はスウェーデンの医療福

祉にもおよび、美しい公園のようなエストラ精神

病院も経費節約のためあと数年で廃院となり、近

代的で効率的なネル病院に吸収されてしまうこと

になった。しかしそれを惜しむ声は多く、年取っ

た社会民主党員達も「昔の社会民主主義の方がも

っと良かったJと批判しているとしづ。この様に

移ろう影にもかかわらず筆者がこの 9年間に出あ

ったスウェーデン人の総てが現在の医療福祉水準

を下げることには反対であったことからも容易に

推測されるように、高福祉社会はスウェーデンの

与野党一致した全国民的政策とな っている。その

ためスウェーデンがこれからも世界ーの 「優しい

社会」であり続けるだろうというのが、精神科病

院勤務で得た最大の確信であ った。
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The diagram below shows the annual inflation rate in Sweden， the 

countries and the OECD area as a whole. The inflation rate is 
change in the consumer price index. 
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Inflation rose sharply in all OECD countries 
during the early 1970s. The average rate 
of inflation in Sweden was somewhat 
higher than in the OECD as a whole 
and slightly lower than in the other OECD 
countries of Europe. 

Inflation in Sweden and the OECD， 1970 -1986 
Percentage change in consumer price index 
from average figure for preceding year 

During the 1980s， inflation in Sweden 
has been higher every year than the 
overall OECD average. It has also been 
higher than in the European OECD coun-
tries. The Swedish inflation rate has 
averaged 9 percent annually during the 
1980s. In the Federal Republic of Ger-
many， which is one of Sweden's most 
important international competitors， the 
annual average inflation rate was 3.5 per-
cent during the same period. 

OECD 
Total 
5.6 
4.7 
13.4 
8.6 
7.9 
12.8 
7.8 
5.3 
4.5 
2.6 

OECD 
Europe 
5.1 
6.5 
13.3 
11.0 
9.3 
14.1 
10.5 
7.6 
6.5 
4.。

Sweden 
7.0 
6.0 
9.9 
10.3 
10.0 
13.7 
8.6 
8.0 
7.4 
4.3 

Year 

1970 
1972 
1974 
1976 
1978 
1980 
1982 
1984 
1985 
1986 

Sources: OECD Historical Statistics， OECD 
Economic Outlook and Statistics Sweden 
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